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『子どもが本に出会うとき 物語とふしぎ』河合隼雄 著 

 

【要約】 

本著では、「ふしぎ」をテーマに子どもが本に出会うときにどのような世界観が広がり、その「人」を満たしてい

くのか。人は忘れがたい経験をすると、「ふしぎ」や「おどろき」の感情を抱く。その説明しがたい体験は「物語」

という形にしてみて初めて心に収めることができ、また他者にその経験を伝えることができる。昔話や文学はそ

のようにして生まれた。子どもたちは、物語に込められた「ふしぎ」を楽しむ名人である。子どもたちが本を開

くとき、大人以上に描かれた自然や人や時間や場所が持っている「ふしぎ」を身体全体で感じて、かけがえのな

い経験をする。作家と子どもが本を介して何を生み出すのかを追求した著作である。 

【感想】 

この「ふしぎ」という言葉にすごく考えさせられる著作でした。「ふしぎ」に思うことは、子どもがよく発する

「なぜ？」に対して真剣に向き合って突き詰めている感じがしました。当たり前のことを当たり前と思わない、

これが「ふしぎ」の始まりであり、何かクリエイティブなことを考えるきっかけにもなります。これはいろいろ

な知識を身に着けるようになるにつれ（大人になるにつれ）その事象を常識という色眼鏡でフィルターをかけて

しまうことで当たり前を当たり前として受け入れてしまいます。その危機を子どもは知識がない故に乗り越える

ことができます。この力を是非とも伸ばしていきたいと思いますし、BFC で作成する教科書もそのような仕掛け

を組み込んだ教科書にしていきたいと思います。 


